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目的　 前 報 に お い て は 福 山 地 区 の 自 転 車 高 利 用 率 に 鑑 み、 自 転 車 漕 時 に お け る 下月S.の 基

本 動 作 と ス カ ー ト の 挙 動 パ タ ー ン 、 お よび 有 風 時 に おけ る 下肢 運 動 と ス カ ート の 挙 動 に つ

い て 報 告 を 行 なっ た 。 本 報 で は 自 転 車 漕 時 、 ス カ ート ．G  パ ソ 、 タ イ ツ 着 用 に よ る 下肢 各

部 位 の被 服 圧 お よ び 筋 電 図 測 定 に よ り 自 転 車 漕 時 の生 理 機 能 検 討 へ の ア プl=･－ チ を 試 み た。

方 法　 ス カ ― し の 種 類(t  タ イ ト 、 セ ミ タ イ1･ 、 フ レ ア ー でG  パ ン は 拘 束し す ぎ、 適 度 、

ゆ と り型 の も のを 供 試 材 料 と し た。 被 検 者 は 本 学 学 生 ４ 名 で あ る。 衣 服 圧 は 小 型 荷 重 変 換

器L  M 一 Ａ 型 、 動 ひ ず み 測 定 器D   P M  －3  10 Ａ 、 電 磁 オ-y  ロ グ ラ フ ラ ペッ　トR  M   S －11 型

に よ、 て 測 定 し 、 現 象破 形 、 測 定 値 を 分 析 し た。 筋 電 図 測 定 は 衣 服 圧 の 測 定 部 位 と 同 箇 所

とし 腹 直 筋 、 大 殿 筋、 大月影直 筋、 大m. 二 頭 筋 、 前脛 骨 筋 。 泄 腹 筋 、 ヒ ラ メ 筋 諸 筋 か ら 表 面

電 極 法 に よ り誘 導 し 検 討 し た 。

結 果　 ス カ ー ト の 種 類 別 衣 服 圧 は タ イ ト 〉セ ミ。タ イト 〉フ レ ア ー の順 に｡大 で あ り 、G  パ

ン に つ い て は 拘 東 し す ぎ 〉 適 度 〉 ゆ と り 型 の 順 に 大 と なっ て お り 拘 束 力 が 大 で ゆ と り 量 の

小 さ い 下 衣 着 用 時 に 負 荷 さ れ る 衣 服 圧 が 大 で あ 芯結 果 が 得 ら れ た。 腹 直 筋 お よび 下肢 諸 筋

の 筋 電 図 分 析 で は 、 スニカ ー ト 着 用 時 は 大腿 部 の 筋 活 動 が 大 で 、G  パ ソ 着 用 時 で は 下腿｡部 の

筋 活 動 が 大 で あっ た。 スカ ート に 比 べ、G  パV 着 用時 の 筋 放 電 量 は 総 体 的 に 小 で あ り、 こ

の こ と は ゆ と り 量 大 の 下 衣 着 用 時 は 筋 収 縮 は 大 で あ る が 、 圧 迫 に よ る筋 負 担 の 大 き い 緊 縛

度 大 の 下 衣 着 用 時 は 筋 収 縮 が 小 さ く 、 静脈 血 環 流 の 抑 制 等 の 検 討 が 必 要 で あ る こ と が示 唆

さ れ た 。


